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森
林
の
中
に
は
、
道
が
作
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
道
は
、
林

道
、
林
業
専
用
道
と
し
て
、
作

設
さ
れ
て
い
る
自
動
車
道
な

ど
で
す
が
、
効
率
的
な
森
林
の

整
備
の
た
め
や
、
地
域
の
産
業

の
た
め
に
、
事
業
の
基
盤
と
な

る
路
網
で
す
。 

ま
た
、
林
道
は
林
業
の
経
営

の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
国
民

の
皆
様
が
、
森
林
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
道
と
し
て
も
、
多
様

に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。 

国
有
林
野
事
業
で
は
、
こ
れ

ら
の
道
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

や
自
然
条
件
、
作
業
シ
ス
テ
ム

等
に
応
じ
て
組
み
合
わ
せ
た

路
網
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。 

 
 

と
り
わ
け
、
基
幹
的
な
役
割

を
果
た
す
林
道
に
つ
い
て
は
、

北
海
道
国
有
林
で
は
、
総
延
長

が
１
６
，
３
１
８
㎞
（
市
町
村

と
の
併
用
林
道
含
む
）
と
な
っ

て
い
ま
す
（
平
成

31
年
３
月

末
現
在
）
。 

路
網
整
備
に
当
た
っ
て
は
、

主
に
切
土
・
盛
土
等
の
土
工
量

や
構
造
物
の
設
置
数
を
必
要

最
小
限
に
抑
え
る
、
林
業
専
用

道
の
規
格
に
よ
り
、
新
設
工
事

を
進
め
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
橋
梁
（
き
ょ
う
り
ょ

う
）
等
の
施
設
に
つ
い
て
は
、

長
寿
命
化
を
図
る
た
め
の
、
点

検
計
画
等
の
策
定
を
進
め
て

い
ま
す
。 

２
ケ
年
に
わ
た
る
工
期

を
設
定
し
た
林
道
工
事
に

つ
い
て 

林
業
専
用
道
の
施
工
は
、
土

構
造
を
主
体
と
し
つ
つ
、
地
形

に
沿
っ
た
線
形
で
開
設
す
る

こ
と
か
ら
、
目
的
地
に
達
す
る

ま
で
の
延
長
が
長
く
、
長
期
間

の
工
期
を
要
し
ま
す
。 

 

そ
の
た
め
、
単
年
度
毎
の
実

施
で
は
、
十
分
な
工
期
の
確
保

が
困
難
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。 

特
に
、
山
間
奥
地
に
あ
る
国

有
林
に
お
い
て
は
、
積
雪
期
に

は
施
工
が
で
き
な
い
こ
と
か

ら
、
実
質
的
な
施
工
期
間
が
よ

り
限
定
さ
れ
ま
す
。 

ま
た
、
年
度
内
に
お
け
る
施

工
時
期
に
よ
る
工
事
量
の
偏

り
が
公
共
工
事
全
体
の
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
中
、
平
成
26
年
６
月
に
改

正
さ
れ
た
「
公
共
工
事
の
品
質

確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」

（
平
成
17
年
法
律
第
18
号
）

で
は
、
発
注
者
は
国
庫
債
務
負

担
行
為
の
積
極
的
活
用
等
に

よ
り
発
注
・
施
工
時
期
の
平
準

化
を
図
る
よ
う
努
め
る
こ
と

が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。 

こ
の
た
め
、
北
海
道
森
林
管

理
局
で
は
林
業
専
用
道
工
事

の
一
部
に
つ
い
て
も
国
庫
債

務
負
担
行
為
（
２
ケ
年
）
を
活

用
し
、
十
分
な
施
工
期
間
を
確

保
し
た
工
事
を
網
走
西
部
森

林
管
理
署
西
紋
別
支
署
と
網

走
中
部
森
林
管
理
署
で
実
施

し
て
い
る
こ
と
か
ら
こ
れ
ら

の
う
ち
一
路
線
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
す
。 

◆
工
事
名
：
５
林
班
林
道
（
林
業
専
用

道
）
新
設
工
事 

◆
場
所
：
滝
上
町
（
網
走
西
部
森
林
管
理

令和元年９月施工状況（西紋別支署） 平成３０年度施工状況（西紋別支署） 
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署
西
紋
別
支
署
） 

◆
工
期
：
平
成
30

年
４
月
28

日
か
ら
令
和

２
年
１
月
14

日
ま
で 

◆
受
注
者
：
大
原
建
設
（
株
）

◆
延
長
：
４
，
２
６
５
ｍ

こ
の
取
り
組
み
の
メ
リ
ッ

ト
に
つ
い
て
受
注
者
に
聞
き

取
り
し
た
と
こ
ろ
、
「
単
年
度

毎
の
工
事
に
比
べ
て
、
２
年
度

目
の
工
区
で
は
、
起
工
測
量
等

の
下
準
備
に
１
～
２
ヶ
月
早

く
取
り
掛
か
れ
る
の
で
早
期

に
土
工
に
着
手
で
き
る
。
ま
た
、

会
社
の
事
業
計
画
が
立
て
や

す
い
。
」
と
の
こ
と
で
し
た
。 

ま
た
、
北
海
道
森
林
管
理
局

で
は
「
週
休
２
日
」
を
推
進
し

て
お
り
、
本
工
事
で
は
、
受
注

者
が
週
休
２
日
制
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。 

発
注
者
と
し
て
も
、
事
業

単
位
の
大
規
模
化
に
よ
る
コ

ス
ト
縮
減
等
に
よ
り
効
率
的

な
路
網
整
備
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。 

北
海
道
森
林
管
理
局
で
は

今
後
と
も
国
庫
債
務
負
担
行

為
の
活
用
に
よ
る
適
切
な
工

期
の
確
保
等
に
努
め
る
と
と

も
に
働
き
方
改
革
に
つ
い
て

も
推
進
し
て
参
り
ま
す
。 

民
国
連
携
に
よ
る
路
網

整
備
に
つ
い
て 

石
狩
森
林
管
理
署
で
は
、
積

丹
町
・
森
林
整
備
セ
ン
タ
ー
札

幌
水
源
林
整
備
事
務
所
の
３

者
で
締
結
し
た
「
積
丹
地
域
森

林
整
備
推
進
協
定
」
を
踏
ま
え
、

余
別
地
区
の
民
有
林
へ
の
ア

ク
セ
ス
に
関
す
る
課
題
を
解

決
し
施
業
を
実
施
す
る
た
め
、

平
成
30
年
度
よ
り
森
林
作
業

道
（
林
業
専
用
道
規
格
相
当
）

を
約
１
㎞
作
設
す
る
と
と
も

に
、
今
年
度
に
つ
い
て
も
、
残

り
１
㎞
を
作
設
す
る
こ
と
に

よ
り
、
積
丹
町
が
今
年
度
に
作

設
す
る
林
業
専
用
道
と
連
絡

す
る
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。 

当
地
区
の
民
有
林
で
は
、 

こ
の
取
組
に
よ
り
、
①
民
国

双
方
か
ら
出
材
す
る
素
材
の

運
材
に
耐
え
う
る
強
固
な
路

網
整
備
、
②
施
業
の
低
コ
ス

ト
化
、
③
間
伐
等
の
施
業
の

共
同
事
業
実
行
が
進
む
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。 

◆
工
事
名
：
積
丹
余
別
作
業
道
（
林
業

専
用
道
（
規
格
相
当
）
）
新
設
工
事 

◆
場
所
：
積
丹
町
（
石
狩
森
林
管
理
署
） 

◆
工
期
：
平
成
30
年
10
月
３
日
か
ら

平
成
31
年
３
月
８
日
ま
で 

◆
受
注
者
：
北
宝
建
設
（
株
）

◆
延
長
：
１
，
０
３
０
ｍ

国
有
林
と
民
有
林
が
近
接

す
る
地
域
に
お
い
て
は
、
民

有
林
と
連
携
し
て
計
画
的
か 

つ
効
率
的
な
路
網
整
備
を
行 

え
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
こ

の
よ
う
な
取
組
を
進
め
て
参

り
ま
す
。 

週休２日制取組の看板 
（西紋別支署）

平成３０年度施工状況（石狩署） 

森林整備推進協定地区内の林道 

積丹地域共同施業団地内の整備状況 
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網
走
西
部
森
林
管
理
署
で
は
、

網
走
西
部
流
域
で
初
め
て
の
コ

ン
テ
ナ
苗
の
夏
季
植
栽
試
験
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

１
．
は
じ
め
に

こ
の
広
報
誌
で
も
度
々
話
題

に
な
る
「
コ
ン
テ
ナ
苗
」
。

「
ま
た
、
コ
ン
テ
ナ
の
話
題
？
」

と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う

で
す
が
、
北
海
道
で
コ
ン
テ
ナ

苗
が
植
林
に
使
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
ど
れ
位
の
年
数
が
経
っ

て
い
る
で
し
ょ
う
か
？

（
答
）
北
海
道
で
植
林
さ
れ
だ

し
た
の
は
平
成
23
年
か
ら
で
、

実
は
、
ま
だ
10
年
も
経
っ
て
い

ま
せ
ん
。

コ
ン
テ
ナ
苗
は
導
入
当
初

は
、
植
栽
時
の
乾
燥
に
強
く
活

着
が
良
い
、
裸
苗
に
比
べ
て
初

期
成
長
が
早
く
下
刈
り
期
間
を

短
く
出
来
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト

が
期
待
さ
れ
道
内
で
は
国
有
林

で
先
駆
的
に
導
入
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
関
係
者
が
取
り
組
み

を
進
め
た
結
果
、
植
栽
時
の
乾

燥
に
強
く
活
着
が
良
い
点
に
つ

い
て
は
期
待
出
来
る
こ
と
が
判

っ
て
き
ま
し
た
が
、
初
期
成
長

の
違
い
に
つ
い
て
は
、
想
定
さ

れ
た
程
で
は
な
い
こ
と
も
判
っ

て
き
ま
し
た
。

２
．
網
走
西
部
流
域
の
課
題

網
走
西
部
流
域
の
今
期
の
森

林
計
画
で
は
、
前
回
の
計
画
を

上
回
る
主
伐
が
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。
主
伐
し
た
場
合
、
す
ぐ
に

跡
地
に
植
栽
を
し
な
け
れ
ば
、

ほ
と
ん
ど
の
山
が
笹
生
地
に
な

っ
て
し
ま
い
。
そ
の
後
の
森
林

づ
く
り
に
困
難
を
極
め
ま
す
。

一
方
、
旺
盛
な
苗
木
の
需
要

に
応
え
る
た
め
に
は
、
今
ま
で

以
上
の
苗
木
生
産
体
制
の
強
化

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

現
在
、
森
林
づ
く
り
を
担
う

林
業
労
働
者
、
特
に
植
栽
や
下

刈
り
等
の
保
育
作
業
と
種
苗
生

産
の
分
野
で
は
、
高
齢
化
に
よ

る
離
職
と
就
労
者
不
足
に
よ
る

人
手
不
足
が
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

特
に
、
種
苗
生
産
の
分
野
に

お
け
る
人
手
不
足
は
、
苗
木
の

生
産
量
に
一
番
影
響
を
与
え
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

３
．
な
ぜ
、
夏
季
植
栽
？

こ
れ
ま
で
の
裸
苗
に
よ
る
植

林
は
、
苗
畑
か
ら
掘
り
取
り
、
根

か
ら
土
を
振
り
落
と
し
た
状
態

の
裸
苗
を
鍬
で
穴
を
掘
り
植
え

付
け
る
方
法
が
一
般
的
で
す

が
、
裸
苗
は
根
が
露
出
し
て
い

る
た
め
乾
燥
に
弱
く
、
植
栽
は

適
期
の
春
と
秋
の
短
期
間
に
し

か
出
来
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
苗
木
の
出
荷
作

業
及
び
植
栽
作
業
も
こ
の
時
期

に
集
中
し
、
こ
の
時
期
の
労
働

力
確
保
が
一
番
の
問
題
と
な
っ

て
お
り
、
今
後
は
植
栽
期
間
を

延
ば
す
こ
と
に
よ
り
労
働
力
の

分
散
化
を
図
る
な
ど
の
取
組
が

必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
、
コ

ン
テ
ナ
苗
は
裸
苗
に
比
べ
て
乾

燥
に
強
い
こ
と
が
科
学
的
に
も

判
っ
て
き
ま
し
た
が
、
で
は
、
本

当
に
い
つ
ま
で
植
え
る
こ
と
が

出
来
る
の
か
、
そ
の
点
に
着
目

し
た
植
栽
試
験
は
道
内
で
は
少

な
く
、
網
走
西
部
流
域
で
は
一

例
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

幸
い
に
し
て
、
当
初
管
内
に

は
コ
ン
テ
ナ
苗
を
生
産
す
る
種

苗
事
業
者
が
お
り
、
こ
の
事
業

者
や
研
究
機
関
の
協
力
を
得
な

が
ら
、
当
流
域
に
お
け
る
コ
ン

テ
ナ
苗
夏
季
植
栽
の
可
能
性
を

検
証
す
る
た
め
、
平
成
30
年
８

月

10

日
に
当
署
丸
瀬
布
地
区

金
山
国
有
林
に
植
栽
し
、
こ
の

場
所
を
、
コ
ン
テ
ナ
苗
の
普
及

及
び
夏
季
植
栽
試
験
地
の
機
能

を
併
せ
持
つ
試
験
地
に
設
定
し

ま
し
た
。

４
．
今
後
の
取
組

今
年
度
は
設
定
し
た
試
験
地

を
活
用
し
て
「
民
有
林
・
国
有
林

森
林
生
業
技
術
交
流
会
」
を
10

月
下
旬
に
開
催
し
、
地
域
の
民

有
林
関
係
者
の
皆
様
に
そ
の
技

術
の
普
及
を
行
い
ま
す
。

ま
た
今
後
も
関
係
機
関
と
連

携
し
調
査
を
続
け
、
コ
ン
テ
ナ

苗
の
優
位
性
を
示
す
と
共
に
、

地
域
特
性
に
根
ざ
し
た
植
栽
技

術
の
確
立
を
図
っ
て
い
き
、
オ

ホ
ー
ツ
ク
西
部
流
域
に
お
け
る

「
林
業
の
成
長
産
業
化
」
に
貢

献
で
き
る
よ
う
努
め
て
行
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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針葉樹はトドマツ・アカエゾマツ、広葉樹はミズナラ・シナ・カンバ類等との混交林で形成されてお山火事予消防パトロールを実

扱い等注意喚起を行いつつ林道の点検を行い維持・修繕を実施しています。国有林と民有林等との境界を管理する境界線の巡視

森林の生態と被害を調べるネズミの調査・エゾシカ影響調査・ヒグマ痕跡調査・希少野生動植物の発見・報告等、生物多様性の森

でいます。

務での優先事項は、数年前から当署管内で大発生しているヤツバキクイムシによるカラマツ造林地の被害に対する対応で、被害拡

森林管理署職員が一丸となって収穫調査業務を実行しています。  この仕事で活躍しているのがＵＡＶ（ドローン）とＧＰＳ

から被害地等の状況把握を行い、ＧＰＳと図面を使って山の中での現在位置や進行方向、調査範囲の確認を行うことにより、精度

安全装備は「ココヘリ」という物で、もし仕事中に遭難した場合でも、ヘリコプター等搭載の受信機へ電波を発信して位置を知

人工林は約３割でトドマツ・アカエゾマツ・カラマツが主要樹種になっています。また管理区域には、阿寒摩周国立公園の一部

急上昇中の「雌阿寒岳」などの風景林、５色沼と呼ばれる「オンネトー」等があり、春から秋にかけて大勢の観光

○
管
内
概
要

雄
別
森
林
事
務
所
は
、
道
東

の
釧
路
市
阿
寒
町
に
所
在
し
、

約
13

千
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
国
有

林
を
管
理
し
て
お
り
、
飽
別
森

林
事
務
所
と
の
合
同
森
林
事

務
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

「
阿
寒
」
と
い
え
ば
「
阿
寒

湖
」
に
あ
る
と
思
わ
れ
て
い
る

方
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
が
、
私
が
勤
務
し
て
い
る
阿

寒
町
は
、
釧
路
市
と
阿
寒
湖
の

中
間
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
最

近
で
は
道
東
自
動
車
道
の
阿

寒
Ｉ
Ｃ
が
開
通
し
た
こ
と
に

よ
り
認
知
度
も
上
が
っ
て
き

た
と
思
い
ま
す
。 

 

雄
別
地
区
の
見
所
と
し
ま

し
て
は
、
昭
和
45
年
に
閉
山
と

な
っ
た
雄
別
炭
鉱
跡
や
日
本

国
内
で
最
後
に
発
見
さ
れ
た

湖
と
い
わ
れ
て
い
る
「
シ
ュ
ン

ク
シ
タ
カ
ラ
湖
」
が
あ
り
ま
す
。 

シ
ュ
ン
ク
シ
タ
カ
ラ
湖
は
、

針
葉
樹
と
広
葉
樹
が
混
交
す

る
鬱
蒼
と
し
た
森
林
に
囲
ま

れ
て
お
り
、
多
様
な
野
生
鳥
獣

が
生
息
し
保
護
増
殖
を
図
る

た
め
鳥
獣
保
護
区
と
し
て
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
水

は
周
囲
の
山
々
よ
り
流
れ
込

ん
で
い
る
の
に
、
流
れ
出
す
川

が
な
く
、
未
だ
に
全
容
が
解
明

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

湖
に
は
春
か
ら
秋
に
か
け

て
道
内
外
か
ら
観
光
客
の

方
々
が
訪
れ
ま
す
が
、
ア
ク
セ

ス
道
路
の
距
離
が
長
く
、
降
雨

な
ど
に
よ
り
通
行
が
で
き
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お

越
し
の
際
は
森
林
事
務
所
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

○
森
林
官
の
仕
事

森
林
官
の
仕
事
は
、
担
当
区

内
の
森
林
の
現
況
や
間
伐
な

ど
森
林
を
整
備
す
る
た
め
の

調
査
業
務
、
民
有
地
と
の
境
界

を
点
検
す
る
管
理
業
務
、
植

付
・
下
刈
な
ど
の
森
林
育
成
に

か
か
る
請
負
事
業
の
監
督
業

務
、
国
有
林
や
林
道
の
パ
ト
ロ

ー
ル
業
務
な
ど
多
種
多
様
な

業
務
が
あ
る
た
め
、
日
々
、
現

場
で
あ
る
山
の
中
で
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。 

今
回
は
林
道
の
管
理
業
務

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
林

道
は
森
林
の
整
備
・
保
全
や

林
産
物
の
供
給
等
を
行
う
た

め
の
大
切
な
施
設
で
す
が
、

林
道
の
側
溝
等
が
落
葉
や
土

砂
で
詰
ま
る
と
、
水
が
溢
れ

林
道
を
痛
め
る
た
め
、
ス
コ

ッ
プ
等
で
側
溝
や
管
詰
ま
り

箇
所
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま

す
。 ま

た
、
林
道
上
に
覆
い
被

り
、
通
行
の
支
障
と
な
る
枝

等
を
高
枝
切
鋸
を
使
用
し
て

整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

他
に
も
林
道
上
を
水
が
流

れ
た
り
、
水
溜
ま
り
が
で
き

な
い
よ
う
に
水
切
り
を
す
る

な
ど
簡
易
的
な
林
道
の
維
持

修
繕
を
行
い
、
安
全
に
通
行

で
き
る
林
道
と
な
る
よ
う
管

理
し
て
い
き
ま
す
。 

○
地
域
の
窓
口
と
し
て

秋
を
迎
え
、
紅
葉
や
キ
ノ

コ
狩
り
、
釣
り
等
で
山
に
入

る
方
が
増
え
る
季
節
で
す
。

入
林
の
際
は
、
気
軽
に
森

林
事
務
所
に
ご
連
絡
い
た
だ

け
れ
ば
林
道
の
通
行
状
況
や

ク
マ
や
ハ
チ
な
ど
山
に
関
す

る
情
報
を
お
伝
え
で
き
ま
す

の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。今

後
も
地
域
の
窓
口
、
地

域
と
の
パ
イ
プ
役
の
森
林
官

と
し
て
、
少
な
い
人
員
で
は

あ
り
ま
す
が
、
職
員
一
丸
と

な
っ
て
国
有
林
野
の
管
理
に

努
め
て
い
き
ま
す
。 

根釧西部森林管理署 
雄別森林事務所 

森林官 前畑 慎一 

シュンクシタカラ湖 

中央が筆者 

側溝の清掃作業 

通行の支障となる 
枝の切り落とし作業 
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私
た
ち
の
仕
事
に
は
「
図
面
」
と

い
う
も
の
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。 

図
面
に
は
様
々
な
種
類
が
あ
り

ま
す
が
、
い
わ
ゆ
る
「
地
図
」
の
よ

う
な
も
の
が
多
い
で
す
。
林
道
や
林

班
、
樹
木
の
情
報
が
詰
ま
っ
て
い
て
、

業
務
計
画
を
考
え
る
と
き
や
打
合

せ
の
と
き
な
ど
、
図
面
を
囲
ん
で

喧
々
諤
々･･･

と
い
う
様
子
が
職
場

で
は
時
折
見
ら
れ
ま
す
。 

み
な
さ
ん
は
普
段
の
生
活
で
「
地

図
」
と
い
う
も
の
を
ど
の
よ
う
に
活

用
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。 

近
年
で
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

カ
ー
ナ
ビ
が
普
及
し
、
よ
り
身
近
に
、

よ
り
気
軽
に
地
図
を
活
用
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
行
き
た
い
場

所
を
検
索
す
れ
ば
そ
こ
へ
の
道
の

り
だ
け
で
な
く
、
口
コ
ミ
や
写
真
も

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

そ
の
一
方
で
、
日
常
生
活
で
「
紙

の
地
図
」
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
く
な

り
ま
し
た
。
読
み
方
が
わ
か
ら
な
い

人
も
増
え
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。 

紙
の
地
図
で
は
、
自
分
の
居
場

所
は
コ
ン
パ
ス
と
周
り
の
地
形
の

様
子
等
で
判
断
し
ま
す
。
見
方
を

覚
え
る
と
「
地
形
」
と
い
う
も
の

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

こ
こ
で
は
、
山
や
森
に
お
い
て

の
地
図
の
楽
し
み
方
を
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。 

尾
根
筋
、
谷
筋
を
見
比
べ
る
だ
け

で
も
、
植
生
等
様
々
な
違
い
が
あ
り

ま
す
。
天
然
林
で
あ
れ
ば
、
場
所
に

よ
っ
て
樹
種
が
違
う
様
子
が
わ
か

る
と
思
い
ま
す
。
カ
バ
類
、
ナ
ラ
類

な
ど
樹
種
で
比
べ
て
み
る
と
面
白

い
で
す
。
方
角
に
よ
っ
て
も
、
日
の

当
た
り
方
で
植
生
な
ど
が
変
わ
っ

て
き
ま
す
。 

さ
ら
に
標
高
を
上
げ
、
森
林
限
界

を
超
え
る
と
ま
た
違
う
風
景
が
見

え
て
き
ま
す
。
急
斜
面
の
あ
と
、
等

高
線
が
緩
や
か
に
な
り
台
地
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り

ま
す
。
行
っ
て
み
る
と
一
面
の
お
花

畑
。
初
夏
に
は
チ
ン
グ
ル
マ
な
ど
の

花
々
が
咲
き
誇
り
ま
す
。 

 

別
の
場
所
で
は
草
原
と
岩
場
が

広
が
り
、
荒
々
と
し
た
風
景
が
ゲ
ー

ム
の
中
の
冒
険
者
の
気
分
を
思
わ

せ
ま
す
。
さ
ら
に
地
図
に
目
を
こ
ら

し
て
み
る
と
、
少
し
窪
地
に
な
っ
て

い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
は

高
山
帯
で
は
オ
ア
シ
ス
の
よ
う
な

存
在
で
す
。
雪
解
け
水
が
た
ま
り
池

の
よ
う
に
な
り
、
場
所
に
よ
っ
て
は

エ
ゾ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
な
ど
の
両

生
類
や
水
生
昆
虫
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

そ
の
ほ
か
に
も
、
等
高
線
が
ぐ
に

ゃ
ぐ
に
ゃ
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ

に
行
っ
て
み
る
と･･･

等
々
、
そ
の

場
所
の
地
質
な
ど
に
よ
っ
て
も
独

特
の
地
形
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
地
図
の
見
方
を
覚

え
る
と
、
山
や
森
を
別
の
視
点
で
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
目
的
地
へ

行
く
た
め
の
手
段
だ
け
で
は
な
く
、

山
へ
、
森
へ
訪
れ
る
際
は
地
図
を
片

手
に
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。 

第 4 話 

十勝西部森林管理署 

東大雪支署 

平門 由佳子

A 初夏のお花畑はまさに「神々の遊ぶ庭（カ

ムイミンタラ）」を思わせる 

B 雪解け水がたまった場所。 

鳥の水浴びなども見られる 
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山の日記念
小樽天狗山登山会

9月3日（火）、鵡川源流部にある占冠村国有林の

遊々の森で、木を植えることにより川を通じて栄養

分を海まで運び豊かな海を作ることを目的に「自

然体感ニニウの森で森づくり体験～次世代へつな

ぐお魚を殖やす森づくり～」を占冠村とともに開催

しました。占冠中央小学校の3年生から6年生まで

の児童24名のほか、占冠村、南富良野町、占冠

村森林人林業グループなど総勢60名が参加し実

施しました。はじめに林内、遊歩道を散策しながら

虫やキノコ、面白い形をしたものなどを探し、言葉

やスケッチでビンゴを埋める「もりのビンゴゲーム」

を行いました。その後、カミネッコンを作成し、アカ

エゾマツの苗木と土を入れ、林内に設置しました。

江差町水堀の砂坂海岸林は、明治初期に急激に荒
廃しましたが、長年に渡る森林整備活動により再生
しました。この砂坂海岸林にある「遊々の森」で、9月
12日（木）、「江差北小学校グリーンスクール」を開催

しました。グリーンスクールは、砂坂海岸林の自然
にふれあい、動植物の生態や植生などの自然を観
察する力を育むことを目的として当署が毎年開催し
ており、今年も全校児童を対象に実施しました。1・2

年生のグループは、「森のスタンプラリー・すなさか
クイズ」と題した海岸林に関連したクイズに挑戦、3・
4年生のグループは、輪切り板や枝葉、端材などを

使用した「木工製作」、児童たちは思い思いの作品
を作っていました。5・6年生のグループは、森林内の

樹木の見分け方を学ぶ「樹木博士認定会」を実施し、
最後に認定試験を行いました。

検索森もりスクエア詳細は

砂坂海岸林でグリーンスクールを開催！！

（上川南部森林管理署）

道民カレッジ連携講座
「あつまれ！たいきっずVOL . 6 」

名寄南小学校で
今年度1回目の森林教室を開催
当署と「遊々の森」協定を締結している名寄市立名

寄南小学校で、児童81名が参加し森林教室を開催

しました。名寄南小学校では、毎年3年生を対象に2

回に分けて森林教室を行っています。1回目の森林

教室は、9月24日（火）に生徒が自然に興味を持って

もらうことを目的としてカミネッコンを利用した植樹体

験を実施しました。カミネッコン作りでは説明を真剣

に聞きながら組み立て、最後にマジックペンで名前

や絵を描き、オリジナルのカミネッコンを完成させま

した。これに昨年の3年生が森林教室で作ったミズナ

ラの苗木を植え替えました。今回の森林教室では、

先輩たちが大切に育てた苗木を使用することで先輩

たちの森林づくりに対する思いを伝えることが出来

たものと思います。

自然体感ニニウの森で森づくり体験

9月14日（土）、森林室大樹事務所及び教育委員

会、当署による道民カレッジ連携講座「あつまれ！

たいきっずVOL.6 松の枝打ち体験とおがくず粘土

で遊ぼう」と題した森林教室が行われました。これ

は、大樹町の小学生が木に関わる体験を通して、

自然や森林に触れながら学ぶ機会となっており、1

年生から4年生10人が参加しました。はじめに、

「森林の働き」「元気な森づくりをするためにどんな

ことをしているか」について学んだあと、近くにある

萠和山（もいわやま）町有林でアカエゾマツの枝打

ち体験を実施、その後、当署で提供した乾くと木の

ようになるおがくず粘土を使って、キーホルダーづ

くりを行いました。

（上川北部森林管理署）

（十勝西部森林管理署） （檜山森林管理署）
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  今
月
の
表
紙 

夕
張
岳
と
シ
ュ
ー
パ
ロ
湖 

紅
葉
の
便
り
が
あ
ち
こ
ち
か

ら
聞
か
れ
る
季
節
に
な
り
ま
し

た
。 表

紙
の
写
真
は
、
北
海
道
の
花

の
山
と
し
て
有
名
な
夕
張
岳
（
標

高
１
，
６
６
７
メ
ー
ト
ル
）
と
シ

ュ
ー
パ
ロ
湖
で
す
。 

夕
張
岳
の
山
頂
も
雪
化
粧
を

始
め
ま
し
た
。 

蛇
紋
岩
の
崩
壊
地
に
生
え
る
、

ユ
ウ
バ
リ
ソ
ウ
や
ユ
ウ
パ
リ
コ

ザ
ク
ラ
な
ど
こ
の
山
固
有
の
高

山
植
物
も
、
冬
の
準
備
を
進
め
て

い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

シ
ュ
ー
パ
ロ
湖
の
水
中
に
は
、

三
弦
橋
と
呼
ば
れ
た
旧
森
林
鉄

道
の
美
し
い
鉄
道
橋
が
沈
ん
で

い
ま
す
。 

水
深
が
下
が
る
と
そ
の
姿
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。 

美
し
い
景
色
が
楽
し
み
な
ハ

イ
キ
ン
グ
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

気
温
の
変
化
が
激
し
い
季
節

で
も
あ
る
の
で
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

や
準
備
は
、
万
全
に
！ 

 

国有林では、狩猟期間中の平日は一般銃猟を禁止していますが、土・日・

祝日・年末年始（12 月 29 日～翌年 1 月 3 日）は、一般銃猟を可猟と

し、ハンターが入林しています。 

ただし、土・日・祝日・年末年始においても、森林散策、ハイキング、

登山などで多くの一般入林者があるエリアは、一般銃猟を禁止し、林道

などの入口に「発砲禁止」ののぼりを掲げています。 

事故防止のため、土・日・祝日・年末年始は、林道などの入口に「発砲

禁止」ののぼりが掲げられていない国有林への入林は自粛するようお願

いします。 

下記の QR コードや北海道森林管理局のホームページから、銃猟立入禁

止区域の設定状況をご覧ください。 

なお、狩猟期間中に入林する際は、赤やオレンジなど狩猟者から見て十

分に目立つ服装をしてください。特に、迷彩服の着用は避けるようお願

いします。 

銃猟立入禁止区域図の URL 

http://www.rinya.maff.go.jp/hokkaido/ 

apply/nyurin/attach/jyuukinnzu.html 

広報 「北の森林 国有林」10 月号 

発行 北海道森林管理局 

編集 総務企画部 企画課 

〒064-8537 札幌市中央区宮の森 

3 条 7 丁目 70 番 

ＩＰ電話 050-3160-6300

電 話  011-622-5213 

F  A  X  011-622-5194 
http://www.rinya.maff.go.jp/hokkaido/ 

も り 

お
知
ら
せ 

イ
ベ
ン
ト
情
報
カ
レ
ン
ダ
ー

北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、
北

海
道
内
の
国
有
林
等
で
開
催
さ

れ
る
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業

の
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
「
イ
ベ
ン
ト
情
報
カ
レ
ン
ダ

ー
」
で
公
開
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ

ひ
皆
様
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
現
地
の
状
況
等
に
よ
り

内
容
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
予
め
ご
承
知
お
き
く

だ
さ
い
。 
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